
京都大学吉田寮京都大学吉田寮京都大学吉田寮京都大学吉田寮舎舎舎舎の中に息の中に息の中に息の中に息づく京都大学前身創設時寄宿づく京都大学前身創設時寄宿づく京都大学前身創設時寄宿づく京都大学前身創設時寄宿舎舎舎舎

についてのについてのについてのについての調査実測による調査実測による調査実測による調査実測による実証と考察実証と考察実証と考察実証と考察    
―京都大学最古の建築施設―京都大学最古の建築施設―京都大学最古の建築施設―京都大学最古の建築施設    そのそのそのそのⅡⅡⅡⅡ―――― 

 

七灯社建築研究所 
山根 芳洋 

 

 

 
 
 

The Oldest Architectures of Kyoto University 
Vol.Ⅱ  

 

SEVEN LAMPS ARCHITECTURE INSTITUTE 

Yamane Yoshihiro 
 

May.25.2012 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目目目目    次次次次    

Ⅰ．はじめに 
Ⅱ．京都大学の歴史と京都大学前身創設時

の施設および京都大学吉田寮の概要 
Ⅲ．歴史資料による京都大学前身創設時寄

宿舎建築の解析 
Ⅳ．京都大学前身創設時寄宿舎便所建築と

京都大学吉田寮便所建築物が同一であ

ることの考証 
Ⅴ．吉田寮舎の付加的意匠装飾 

Ⅵ．京都大学前身創設時寄宿舎階段と京都

大学吉田寮階段の比較考察 
Ⅶ．京都大学吉田寮の床下構造材及び小屋

裏構造材から考察する全体構成 
Ⅷ．結論 
Ⅸ．おわりに 
Ⅹ．参考文献 
添付資料： 京都大学寄宿舎吉田寮実測図面 

  



Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．はじめにはじめにはじめにはじめに    

    

写真 1 京都大学吉田寮正面玄関 2012 年２月撮影
2) 

 

拙著者論文「京都大学寄宿舎吉田寮食堂建築

物の調査実測によるその京都大学内で最古の建

築物である実証」
1）
にて、京都大学寄宿舎吉田寮

食堂建築物が京都大学構内で最古となる建築物

であることを発見し実証したが、本稿では、歴

史資料と調査実測にもとづいて京都大学寄宿舎

吉田寮便所建築物が京都大学前身寄宿舎便所建

築物を移築改造して現在にあり、京都大学寄宿

舎吉田寮便所建築物も京都大学寄宿舎吉田寮食

堂建築物と同様に京都大学内での最古となる建

築物であることを考証し、また、解体された京

都大学前身寄宿舎建築の材料がどの様に京都大

学寄宿舎吉田寮舎建設に使われ、現在に息づい

ているのかを考察し、下章に記して報告する。 

日本および文部科学省また京都大学の文化と

歴史・学術資産の向上、また京都大学の施設計

画ならびに施設運用の一助となる新たな知見を

提示する。 

Ⅱ．京都大学の歴史と京都大学前身創設時の施Ⅱ．京都大学の歴史と京都大学前身創設時の施Ⅱ．京都大学の歴史と京都大学前身創設時の施Ⅱ．京都大学の歴史と京都大学前身創設時の施

設および京都大学吉田寮の概要設および京都大学吉田寮の概要設および京都大学吉田寮の概要設および京都大学吉田寮の概要    

実証内容の理解を助ける為に、京都大学の歴

史と京都大学前身創設時の諸施設および京都大

学寄宿舎吉田寮の概要を既出書より参照引用し

説明すると、京都大学（以下京大と略称）の京

都市左京区吉田での歴史は、第三高等中学校（以

下三高と略称）の敷地選定のための文省森有礼

による愛宕郡吉田村（当時の地名）視察
3)
とその

後の 1886 年 12 月 6 日（明治 19 年）に文部省

より設置区域が達せられた時より始まる
3)
。1887

年 6 月 1 日（明治 20 年）に起工し
4)
、1887 年 6

月（明治 20 年）には文部省の四等技師久留正道

と三等技師山口半六が京都に出張し、7 月にかけ

て敷地の測量調査を行なっている
3)
。そして、新

校舎と諸施設は山口半六と久留正道の設計によ

り
5)
山本治兵衛の現場管理の下

5)
、1889 年（明

治 22 年）7 月に本校舎・寄宿舎(写真 2・3・4・

5)および便所(写真 2・3・4・5)・食堂(写真 5)・

厨房・浴室が竣工。8 月に雨天体操場・事務所・

教師館が竣工。9 月に科学実験場が竣工。9 月 11

日開校式が行われ、遅れて 11 月に物理学実験場

が竣工した
3)
。 

 

写真 2 京都大学前身寄宿舎 1897 年撮影
6） 

 

この工事の請負は日本土木会社、三上吉兵衛、

公営組の 3 業者により、当時京都の大工棟梁の



随一とうたわれた三上吉兵衛は、寄宿舎など木

造建築を一手にひきうけている。
7）1893 年（明

治 26 年）には敷地の南辺中央より少し西よりに

正門が開けられた。正門、本校、雨天体操場、

寄宿舎(図５)が南北軸線上約4度西にずれた線上

にほぼ正確に並び、さらに水路を越えたところ

に食堂、賄所および浴室が配置されている
3) (図

1)。また、その後 1897 年 6 月 18 日（明治 30

年）勅令第 209 号をもって京大(京都帝国大学)

が設立されたがその諸施設は三高の諸施設その

ものを引き継いだ
3)
施設内容である。 

 

写真 3  京都大学前身寄宿舎
6） 

 

写真 4  京都大学前身寄宿舎 1897 年撮影
6） 

 

寄宿舎はその後、京都大学の経営上実蹟の甚だ

挙がらなかった木下総長に代わり就任した岡田

総長は 1907年(明治 40年)11 月 11 日の評議会席

上「一 寄宿舎ヲ増築拡張スル事 但シ今日ニ

於テハ直ニ之ヲ決行スルコト能ハサルカ故ニ時

期ｦ見テ成ルへク早ク断行スルコト」などの提案

を行い、決定をみたうえ、予算の関係上しばら

く時期を見ることとされた寄宿舎増築を除いて、

順次実行され
3）
、1911 年(明治 44 年)に大学側が

寄宿舎建て替えを立案し、6 月 29 日、建て替え

案について現舎生に初めて説明を行い
3）
、1912

年(明治 45 年大正１年)２月に解散式
3)
が行われ、

閉舎される。 

 

写真 5 京都大学前身寄宿舎 1897 年撮影
6） 

 

写真 6 吉田寮舎 2012 年 2 月撮影
2) 

 

京都大学寄宿舎吉田寮(以下吉田寮と略称）の

歴史は、上記寄宿舎概要の 1912 年(明治 45 年)

本部構内の三高時代より続く1889年７月竣工の

寄宿舎および便所・食堂・賄所・浴室(写真 2・3・

4・5)の建て替えにより
3)
本部構内敷地より約300

ｍ南下した敷地（吉田近衛町 69 番地）へ場所を

移り、寄宿舎と食堂および賄所・浴室は共に山

本治兵衛と永瀬狂三の設計
3) により、1913年(大

正２年)９月 11 日に学生控所の東に３棟からな

る新しい寄宿舎（写真 1・6・7・16・17 及び図

7・8・9・10）が竣工、１０月１日に開舎式を挙



行した。
3) 

以上が京都大学百年史による説明で

あるが、大正 2～15 年出版の京都帝国大学一覧

では「大正元二両年度ニ亘リ田中通近衛上ル東

側ニ改築シ九月十日ヨリ開舎セリ」
8）
とあり、京

都大学百年史写真集では「1913 年に新築された。」

2)
また、京都大学文書館『吉田寮関係資料』解説・

目録では「1913 年 9 月、学生控所の横に寄宿舎

が新築された。」
9）

その他ではフリー百科事典

Wikipedia 京都大学吉田寮では「竣工は 1913 年

(大正 2 年）。 旧制第三高等学校の学生寄宿舎の

廃材を利用して建設された木造 2 階建てで、北

寮、中寮、南寮と呼ばれる 3 棟および関連施設

からなる。東京大学駒場寮が閉寮した現在、現

存する日本最古の大学寄宿舎である。」
10）

とあり、

吉田寮舎の起源を示す表現は、さまざまである。

京都帝国大学一覧の「改築」は改めて築造なの

か、今日的表現の改築なのかは不明であるが、

その資料を参考に書かれているであろう京大百

年史は改めて築造の意味に解しているのか「新

たに」及び別項では「新築」の表現をとってい

る。 

以上が京都大学百年史および既出書による説明

である。
 

また、吉田寮は、寮生による自治寮として、

自治会は長年にわたり寮舎を存続・維持させて

現在に至っている。 

 

Ⅲ．歴史資料による京都大学前身創設時寄宿舎Ⅲ．歴史資料による京都大学前身創設時寄宿舎Ⅲ．歴史資料による京都大学前身創設時寄宿舎Ⅲ．歴史資料による京都大学前身創設時寄宿舎

建築建築建築建築の解析の解析の解析の解析    

1889年(明治22年)竣工の京大前身創設時寄宿舎

は木造３階建てで、３階部分は屋根裏部屋式に

なっており、屋根窓により採光と換気をおこな

う形式であり、外壁は下見板張り仕上である。
7）

屋根は写真 1 より、桟瓦葺きで棟の両端に鬼瓦

がある。また、その便所は写真 2 及び 3.・4・5

そして図 1 より寄宿舎の東西の外に在り渡り廊

下(写真 4)で接続されている。渡り廊下の屋根軒

先は便所の屋根軒先と同じ高さであり、便所の

外壁と屋根の仕上げは写真 2 及び 3・4 から寄宿

舎と同様であると言える。 

 

図 1 1889 年(明治２２年）京大前身創設時寄宿舎平面図
3) 

 

図 2 図 1 を下敷きにした考察過程図
11） 

 
図 3 推定京大前身創設時寄宿舎平面図

11） 

 



寄宿舎の玄関は建築中央の南面した張り出し部

分にあり、玄関より入り正面の奥に階段室があ

る。1 階居室構成は玄関より東西端部に至る中廊

下の左右に展開している。さらに廊下の東西両

端にそれぞれ階段室があり、これにより寄宿舎

には 3 ケ所の階段室があったことがわかる。 

つぎに寄宿舎の概要的規模と各部の概要推察寸

法であるが、寄宿舎の南北の幅は写真 2 及び 3・

4 の母屋の数から８間であり、「京都大学寄宿舎

吉田寮食堂建築物の調査実測によるその京都大

学内で最古の建築物である実証」
1）
により寄宿舎

食堂部分の建築寸法があきらかになったことに

より、他の部分を図 2 のように推察すると、図 3

の推定図を得る事が出来る。また、この考察で

は吉田寮食堂建築物の調査実測により１間は

芯々1820 ㎜であることが判っている。これによ

り、寄宿舎部分の南北幅は 14560 ㎜で東西幅

129220 ㎜(±910 ㎜)となる。その 3 つの階段室

の幅は 3640 ㎜で踊り場の奥行きは 1365 ㎜であ

り階段幅は 1820 ㎜である。また、便所の梁裄幅

は 3640 ㎜で桁裄幅は 14560 ㎜である。 

 

Ⅳ．京都大学前身創設時寄宿舎便所建築と京都Ⅳ．京都大学前身創設時寄宿舎便所建築と京都Ⅳ．京都大学前身創設時寄宿舎便所建築と京都Ⅳ．京都大学前身創設時寄宿舎便所建築と京都

大学吉田寮大学吉田寮大学吉田寮大学吉田寮便所建築物便所建築物便所建築物便所建築物が同一であることのが同一であることのが同一であることのが同一であることの考証考証考証考証    

    

写真 7 吉田寮便所建築 2012 年撮影
2） 

吉田寮舎は、末尾資料平面図 8 の平行する３棟

の寮本体東端にそれぞれ渡り廊下で接続された

便所建築３棟と３棟の寮本体を結ぶ西側の南北

に延びる管理舎の北端に渡り廊下で接続された

便所建築 1 棟からなる 4 棟の便所建築をもって

おり、3 棟が写真 6 左手前の建築物で梁裄方向に

渡り廊下が取り付いており（図 4 及び図 5）、残

りの 1 棟が写真 7 の建築物で桁裄方向に渡り廊

下が取り付いている。（末尾資料平面図 8 の北西

角）その平面領域は 4 棟共に梁裄 3640 ㎜桁裄

5460 ㎜（３間）である。 

京大前身創設時寄宿舎便所と吉田寮便所とを比

較すると、写真 2 の右側及び写真 3 の右側に写

る京大前身創設時寄宿舎便所建築画像と写真 7

に写る吉田寮便所建築画像を見るならば両建築

が極めて同様の立面構成をもつていることは誰

の目にもあきらかである。具体的には、妻面の

立面矩形・妻面の出入口・ガラリ付越屋根の存

在・桁裄面 GL 上に並ぶ汚物汲み取り口・その上

部に並ぶ連続した窓・屋根の仕上げと形態・外

壁仕上げなどで、外部的建築要素のほとんどと

言える類似である。また、京大前身創設時寄宿

舎便所の梁裄寸法は、3640 ㎜で吉田寮便所のそ

れも 3640 ㎜で同じある。内部構成は、京大前身

創設時寄宿舎便所では図 6 にあるように長手方

向に大便用個室がならびその向かいに小便用空

間があり、吉田寮便所は図 4 が示すように京大

前身創設時寄宿舎便所と同様の内部構成である。

また、吉田寮便所内にある写真 8 の間仕切り壁

に見られる装飾は吉田寮舎内の他の場所では見

い出せず、意匠は異質であり吉田寮食堂の意匠

に近い要素であり古様である。 

以上の事実及び吉田寮食堂の事例
1）
またその消

失と出現の時期ならびに、歴史経緯と地理的近

接より吉田寮便所も京大前身創設時寄宿舎便所

を移築・再構成して現在にあると考察するのが

合理的であろう。 

次に京大前身創設時寄宿舎便所建築と吉田寮 



 

図 4 実測吉田寮便所平面詳細図
13） 

 

図 5 実測吉田寮便所断面詳細図
13） 

 

図6 第三高等中学校一覧 明治25年 寄宿舎平面図便所部分
12）
  

 

便所建築の相違点であるが、京大前身創設時寄

宿舎便所が桁裄８間（14560 ㎜）であるのに対

し吉田寮便所は桁裄３間（5640 ㎜）である。ま

た、吉田寮便所にある外部桁裄面 GL 上に並ぶ汚

物汲み取り口の直上の木製庇と小窓が京大前身

創設時寄宿舎便所の写真資料からは見い出せな

いことである。 

上記の相違点より、この移築内容は、８間長の

２棟の京大前身創設時寄宿舎便所を３間長に切

り離し４棟の吉田寮便所として移築したと推察

が出来る。また、大便用個室の換気をより良く

する為にその下部へ小窓を増設し、これへの雨

架かりを防ぐための庇を付加した変更を加えて

いる。近年に衛生機器の取替え、取り付けが施

され、現在に在るものである。 

 

写真 8 吉田寮便所内間仕切り壁とその柱頭
2） 

 

Ⅴ．Ⅴ．Ⅴ．Ⅴ．吉田寮舎の付加的意匠装飾吉田寮舎の付加的意匠装飾吉田寮舎の付加的意匠装飾吉田寮舎の付加的意匠装飾    

吉田寮舎全体を見渡した時、付加的意匠装飾

があるのは、各室天井換気口・玄関天井換気口・

階段下梁受材・庇持出肘金物・庇下腕木端部・

天井廻縁の面取り・屋根鼻隠及び破風板・建具・

窓額縁・防火壁頂部意匠・階段廻りの親柱形態

と陰刻文様及び手摺子の陰刻文様・階段踏板小

口面取りと便所袖壁の柱部分柱頭のみである。

（写真 8・9） 

これらは、全て機能の延長上にある装飾意匠で

あり装飾のための装飾が一切無いのが吉田の特

徴である。 

また、前章で竣工年を考証した便所がもつ建具

(写真 9 上から４段目の左から２番目の建具Ｂと

３番目の建具Ｃ)と同一の建具が寮舎内の別の場

所にも複数見られ、これらは京大前身創設時寄

宿舎の解体時に取り外され移設されたと思われ

る、他にも同様の部材が有ると考察できる。ま

た吉田寮舎屋根の棟瓦は、京箱型棟瓦で 1889 年



 

写真 92）
上左より各室天井換気口及び天井廻縁・玄関天井換気

口及び天井廻縁・階段下梁受材・庇持出肘金物Ａ・庇持出肘金

物Ｂ・庇持出肘金物Ｃ及び庇下腕木端部・軒裏廻縁の面取り・

屋根鼻隠・建具Ａ・建具Ｂ・建具Ｃ・建具Ｄ・建具Ｅ・建具Ｆ・

建具Ｇ・建具Ｈ・・建具Ｉ及び外部窓枠押え縁・建具Ｉ細部・

防火壁頂部意匠・階段親柱・階段手摺子 

 

11 月竣工の物理学実験所と同意匠である。 

上記の事から様式的概念で吉田寮舎建築全体を

画一に表現することは避け、その他一々の様式

考察は別稿にし、本稿ではこれらの意匠部位の

中で特徴的で特異な階段廻りを次のⅥ章で考察

する。 

 

ⅥⅥⅥⅥ．京都大学前身創設時寄宿舎階段と京都大学．京都大学前身創設時寄宿舎階段と京都大学．京都大学前身創設時寄宿舎階段と京都大学．京都大学前身創設時寄宿舎階段と京都大学

吉田寮吉田寮吉田寮吉田寮階段階段階段階段の比較考察の比較考察の比較考察の比較考察    

 

写真 10 吉田寮舎南寮東階段室
2） 

京都大学前身創設時寄宿舎階段はⅢ章で概要

説明をしてあるが、吉田寮階段は写真 10 及び写

真 11・12 と末尾掲載平面図 8 に表された３棟の

寮舎本体防火壁東側と寮舎本体東端にそれぞれ

階段室があり、計 6 ケ所である。その内、防火

壁東側階段室３ケ所は階段室の幅が2730㎜で階

段幅は 1365 ㎜であり、踊場の奥行きも 1365 ㎜

である。また、寮舎本体東端階段室の３ケ所は

階段室の幅が3640㎜で階段幅は1820㎜であり、

踊場の奥行きは 1365 ㎜である。この６ケ所の階

段室及び階段の意匠および構成要素と材質なら



びに構造は同一である。 

 

写真 11 吉田寮舎北寮西階段手摺
2） 

 

一般に階段室はその建築の特徴・特性・意匠

をよく表す場所であり吉田寮舎においても同様

であるが、その特徴・特性・意匠が吉田寮舎を

全体感及び階段室で見た場合に「質・実・強・

健・理」が相応しくよそゆきの顔はないが、こ

の階段には「威厳・体裁・主張・質・強」が見

え、異質として目に映る。また、吉田寮舎内の

意匠で納まり上の違和感がある写真 12左に見え

る階段の側桁から巾木に繋がる意匠が途中で途

絶えて異質感をさいだたせている。また、写真

12 右に見える壁付の階段室手摺親柱にある文様

は壁面中に埋没しており違和感を覚える。これ

らの状態は一般的に移設及び移築並びに改修工

事によって現れる現象であることが多い。 

これを考察するに、第 2 章にて記した「予算の

関係上云々」の内容から吉田寮舎の建設費は非

常に限られた予算であった事が想像出来、一般

に建築費の掛る部分である階段への対策として、

吉田寮食堂建築並びに吉田寮便所建築及び前章

の建具の扱われ方の事を合わせて考察するなら

ば、この吉田寮階段も京都大学前身創設時寄宿

舎階段を移植・移設したと考えるのが自然であ

り、その方法として、３階建ての京都大学前身

創設時寄宿舎にあった３ケ所の階段は１層分づ

つの計 6 単位に分けられ、この内 3 単位は幅を

1820 ㎜から 1350 ㎜に短縮し残り 3 単位はその

ままに、吉田寮舎の 6 ケ所ある階段室へ移植・

移設したと考えられ、上記により、写真 12 に見

える状態の理由も合理的に解せる。 

この様に考えるならば、この階段の手摺親柱及

び手摺子に在る文様の意匠意図が第三高等中学

を象徴する三及び三線であることが想像できる。 

 
写真 12 吉田寮舎南寮西階段 

2） 

    

ⅦⅦⅦⅦ．京都大学吉田寮の床下．京都大学吉田寮の床下．京都大学吉田寮の床下．京都大学吉田寮の床下構造材及び構造材及び構造材及び構造材及び小屋裏小屋裏小屋裏小屋裏構構構構

造材から考察する全体構成造材から考察する全体構成造材から考察する全体構成造材から考察する全体構成    

 

写真 13 吉田寮舎床下調査写真
2） 

 

2011 年 11 月から 2012 年 5 月にかけて行われ

た調査実測から吉田寮舎床下及び小屋裏の状況

を報告し考察をする。 

写真 13 の面付水平材である根太掛に視える痕跡

は、一般には母屋材または桁材に残る垂木が接

する場所に現れる形態であり、その痕跡間隔は

455 ㎜である。その材料をひき割った物が写真の

それであると判断できる。また、食堂の小屋組



みの特徴から母屋材は登り梁に転び止材を付加

して登り梁に平行な掻き込みを持たせているこ

とから、急勾配の屋根をもつ京都大学前身創設

時寄宿舎（写真 2 及び 3・4）も同様であったと

仮定すれば、この材はもと桁材である。また写

真 14の材料はもと柱材である痕跡のホゾ穴と掻

込みが視える。これらは吉田寮舎の床下構造材

として特殊なものでなく、外壁基礎上の土台と

部屋内に延びる柱材を除き、ほぼ全てと思われ

るほどの転用材が構造材として使われている。

それらの材料は構造材として十分な大きさ以上

の寸法を持ち、共に木目の詰んだ良材が使われ、

構造材としてたいへん良好に機能している。こ

の状況は小屋裏(写真 15)についても同様である。 

 

写真 14 吉田寮舎床下調査写真
2） 

 

この事から、吉田寮舎として本体木部構造材の

内、化粧材と成る柱・垂木・階段廻りの桁及び

梁材以外の化粧に成らない木部構造材は徹底し

て転用材を用いた事がわかる。また、前章のこ

とを合わせて考えるならば、転用の痕跡が残ら

ない、または転用痕が目視で視えない部材に於

いても転用材であることが疑える。京都大学前

身創設時寄宿舎（写真 2 及び 3・4）に視える外

壁の 1 階と 2 階の間にある水平材は壁面水切り

部材と思われるが、吉田寮舎のそれと酷似して

いる。また外壁は下見板張りで共通している。         

そして吉田寮舎南寮屋根裏棟木の転用材には

「い九拾」の墨書き(写真 17)があり、吉田寮の

工事の為の墨書きとは明らかに異なっており、

この墨書きの番付が半間ごとの番付であるなら

ば元々の建物は 910 ㎜ｘ89 で約 80.99ｍ以上の

長さを持つ長大な建物であったことが分かり、

その建物の解体部材を利用して吉田寮舎南寮屋

根裏棟木としていることが分かる。この部材の

元々の建物を想起するならばその長大さから京

都大学前身創設時寄宿舎であろう。 

 

写真 15 吉田寮舎小屋裏調査写真
2） 

    

写真 16 吉田寮舎 2011 年撮影
2） 

 

写真 17 吉田寮舎 2011 年撮影
2） 

 

一般的な実務的合理性から考察するならば、京

都大学前身創設時寄宿舎の解体と上記の様な吉

田寮舎の建築計画からすれば、経済的負担の大

きい吉田寮舎の御影石製基礎石材・米松床材・



御影石製小階段・御影石製床下束石・屋根瓦材・

一部の廻り縁等も転用材の可能性が高い。 

そして、その転用材の元の持ち主は京都大学前

身創設時寄宿舎であったと考えるのが自然であ

ろう。 

ⅧⅧⅧⅧ．結論．結論．結論．結論    

考証としての上記Ⅳ章により、吉田寮便所建

築は京都大学前身創設時寄宿舎便所建築を移築

して現在にあると思われる。その竣工年は 1889

年(明治 22 年)7 月であり、京大で最古とされて

きた旧物理学実験所の竣工年は 9 月 11 日の開校

式に遅れる 1889 年(明治 22 年）11 月である事よ

り、吉田寮便所建築は吉田寮食堂建築と同様に

京大最古の建築施設であると思われる。 

また、その設計は山本治兵衛と永瀬狂三とされ

ているが、設計は山口半六と久留正道であり、

山本治兵衛と永瀬狂三により吉田寮舎へ移築・

改変されたといえるであろう。その移築完了年

は、1913 年(大正２年)9 月 11 日である。 

現状に於いて、吉田寮舎の便所建築は 4 棟共

に、一部の劣化はあるが、全体的には非常によ

く存在を保持している。 

 上記Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ章により、吉田寮舎建築内に

は階段をはじめ構造材及び構成部材・建具にい

たるまで多くの京都大学前身創設時寄宿舎部材

が使われていると思われ、歴史の蓄積がそれら

を一体のものとさせ、吉田寮舎の中で現在も息

づいている。 

吉田寮舎建築は近代建築史及び文化史上たい

へん特異で無二の価値があり、重要な建築価値

を要している。 

 

ⅨⅨⅨⅨ．おわりに．おわりに．おわりに．おわりに    

吉田寮舎の建築は、「京都大学前身創設時寄宿

舎の解体材料を利用した新築工事」と表現する

よりは、「京都大学前身創設時寄宿舎の構成材を

再構成し再構築した建築」と表現するほうが相

応しいと思われる。 

山本治兵衛は京都大学前身創設時の建築に工

事管理者として当初より関わり、その建築内容

を熟知していた一人であり、多くの思いがそこ

に取り付いていただろうことは想像に容易い。

その建築が大学の事情により明治 40 年に解体方

針が出て明治 44 年に新舎の計画案が示されるま

での 5 年を掛け、彼は大学の事情と限られた予

算の中、様々な思いを留める「再構成と再構築」

の手段を取り、虚飾を遠ざけ健全な建築を、情

念を持って達成したと推測する。また、その利

用者への思いもそこへ託されているように思わ

れる。一般に、この方法手段は、新材による新

築計画よりも手間と根気と段取りが必要である。 

吉田寮食堂建築物が「京都大学寄宿舎吉田寮

食堂建築物の調査実測によるその京都大学内で

最古の建築物である実証」
1）

の中で述べた文化

的・歴史的・建築的価値をもつように、吉田寮

舎本体建築物及び吉田寮便所建築物も同様であ

り、これらを建築群と見るとき、その価値はよ

り大きな物となる。大学に於いて最も重要な“人”

の文化と歴史が“大学の文化と歴史”と並行し

てこの群の中に存在し、大学にとっての“人”

を映す鏡であると同時にそれを表象する空間と

なるであろう。 

また、京都大学前身創設時寄宿舎の構成材を再

構成し、再構築した建築手法は当時のさまざま

な状況より生じた方法手段であったと思われる

が“再構成と再構築”は、近代建築の主題でも

あり、現代建築に於いても同様である。この観

点からも吉田寮舎は近代建築史において特別の

存在で建築価値基準の新たな分類になると思わ

れる。また、吉田寮には人・社会・世相・文化

などの学術的研究価値が厚く堆積しており、多

角的研究が進めば更なる価値が表象されると思

われる。 

吉田寮建築に関わる建築家を短く紹介する。 

山口半六は 1858 年(安政 5 年)生まれ。14 歳で大

学南校に入り、19 歳でフランスへ留学し 22 歳で



学位を受けた。これは海外に於いて建築学の位

記を受けた最初の日本人として永く記念されて

おり、初代の文部省会計課建築掛長でもある。
7）

その多くの作品は重要文化財・有形登録文化財

となっている。 

久留正道は 1855 年(安政 2 年)生まれ。明治 20

年代前半は山口半六と共に高等中学校の設計に

従事した。「学校建築図説明及設計大要」を著す。

2 代目の文部省会計課建築掛長であり、学校建築

の功労者とたたえられる人物である。
7） 

山本治兵衛は 1854 年(安政元年)生まれ。幕府作

事方匠家の立川知方のもとで修業し、文部省会

計課建築技師となり、文部省京都出張所長・文

部大臣官房建築課福岡出張所長・初代京都大学

建築部長となると同時に文部大臣官房建築課京

都出張所長心得となる。3 高、4 高、６高、福岡

医科大学、京都高等工芸、岡山医専、第２女子

高等師範、など
7）
多くの学校建築を手がけた。 

永瀬狂三は 1877 年(明治 10 年)生まれ。京都大

学本部本館の共同設計者として知られ、2 代目京

都大学建築部長、京都工学校校長。 

これだけの建築家が設計者として関係関与して

いる建築は稀であり、この事だけでも建築史上

重要な建築である。 

フリー百科事典 Wikipedia 京都大学吉田寮 

「竣工は 1913 年(大正 2 年）。 旧制第三高等学

校の学生寄宿舎の廃材を利用して建設された木

造 2 階建てで、北寮、中寮、南寮と呼ばれる 3

棟および関連施設からなる。」
10）

とあるが、建築

素材への認識の無さから、一度使われた材料・

部材を忌み嫌い廃材とか中古材料などと称す

方々がいるが、移築・移設を目的にした材料は、

廃材とは言わない。痛んだ材料は建材として使

用することはなく、時間を経過した木材は、新

材に比べ木の縮み・痩せ・反りなどの症状が少

なく、物理的に安定した素材材料であり、木地

の風合いも増して美しくなるのが普通である。

見識と審美眼を持つ人々は、それら古材

こ ざ い

を適材

適所に利用するために探し求め、時に新材より

遥かに高額な代金を支払って入手しているのが

実情である。 

良材を産業廃棄物にし、粗末材を新築材とする

産業的商業的指向には憂うものがある。産業と

文化と自然環境の観点からも建築物への認識の

変化を望みたい。 

京都大学寄宿舎吉田寮舎建築群の価値を本稿

により多少なりとも認識して頂けるならば、最

高学府である京都大学全学の英知によって補修

保存および健全な活用をしていただけると信じ

る。 

 

写真 17 吉田寮舎及び食堂 2012 年撮影
2） 
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図 7 吉田寮配置図
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図 8 吉田寮１階平面実測図
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図 9 吉田寮東及び西立面実測図
13）

          寮舎東面立面図 
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図 10 吉田寮南立面実測図
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